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第第44回木曽川上流自然再生検討会回木曽川上流自然再生検討会

【第3回検討会からの主な意見と対応】

平成平成2211年年1111月月44日日

中部地方整備局木曽川上流河川事務所中部地方整備局木曽川上流河川事務所
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主な指摘・意見 回答等 頁

河

 道

 の

 変

 遷

 と

 現

 状

年間総雨量の推移を示して欲

 しい。
木曽三川流域及び各河川の流域平均雨量を整理した。

 流域平均雨量はいずれも減少傾向が見られる。

P３

流況の変化は、降水量の減

 少が原因か、新規利水の影

 響はないか。

今渡地点の流況変化を整理した。今渡地点の流況は、実

 績流量・自然流量で顕著な違いが見られないことから、新

 規利水による影響は少ないと考えられる。

P４

代表的な年の流量の頻度分

 布を示して欲しい。
犬山、忠節、万石地点の日流量の頻度分布を整理した。

 各地点とも昭和30年代に比べ、近年は、平水流量（185

 日）～豊水流量（95日）の範囲において、流量値の変動幅

 が拡大しており、流量が減少している傾向にある。

P５

将来的な河床の動向につい

 て、押さえておく必要がある。
木曽川の既往の河床高変化は、昭和40、50年代に大きく

 低下した。その後、平均河床は比較的安定したが、最深
河床が低下しており、局所洗掘の進行が見られる。近年

 は、42.0k付近で大きく低下しており、出水時に洗掘が生じ
たと考えられる。河床の動向については、将来的にモニタ

 リングしながら把握する。

P６

第３回検討会の主な指摘と対応第３回検討会の主な指摘と対応
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主な指摘・意見 回答等 頁

ト
ン
ボ
池

少し掘って水面が出てくるのであれ

 
ば、系外からの水の補給はいらな

 
いのではないか。

トンボ池等の水位は地下水位と連動している。今後、

 水位をモニタリングしながら、系外からの水の供給の必

 要性について検討していく。

P７

河
道
の
変
遷

昭和22年から昭和40年くらいまで、

 
河道内の樹木が見られないが、河

 
川内の草木は日常的に使われて

 
いただろうと想像される。

地域住民からの聴き取りにより、主に以下の情報を得た。
・長良川は、最近5～6年で急激に変化している。草地化が最

 
も顕著である。

・燃料不足の時代には、河畔林は殆ど無く、あっても細い低

 
木のみで、薪等への利用も不可能であった。

・洪水時には、濁流の中を大小の丸太材が沢山流れていて、

 
船頭達がその流木を命がけで拾い集めていた。流木は、沿

 
岸住民の大切な生活物資として、カマドや風呂焚きの燃料

 
に供された。

・南派川の旧小網橋より上流部分は砂地であり、皆が小麦、

 
サツマイモ、トウモロコシ等の畑として利用していた。

P８

外
来
生
物
対
策

外来生物も河川環境要素の一

 つであるから、自然再生計画と

 外来生物対策の関係について、

 整理することが必要。

外来生物対策をはじめ、事業の実施にあたっては、地域の
方々及び関係機関の協力を得ながら進めていく。

P９

第３回検討会の主な指摘と対応第３回検討会の主な指摘と対応
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第２回検討会からの意見と対応について第２回検討会からの意見と対応について
Ｑ：年間総雨量の推移を示して欲しい。

Ａ：木曽三川流域及び各河川の流域平均雨量を整理した。流域平均雨量はいずれも減少傾向が見ら
れる。

木曽川の年降水量の経年変化

長良川の年降水量の経年変化 揖斐川の年降水量の経年変化

木曽川水系の年降水量の経年変化

雨量観測所： (木曽川) 薮原,西野川,福島,王滝,三浦,三留野,福岡,笠置,黒川,高根,胡桃島,湯屋,下呂,大原,
小川,和良,(神渕),三川,(上麻生),開田(気),付知(気),中津川(気),金山(気)

(長良川) 大鷲、那比、太之田、中切、洞戸、葛原、八幡(気)、美濃(気)、岐阜(気)
(揖斐川) 徳山、(春日)、金原、多良、(牧田)、揖斐川(気)、樽美(気)、関ヶ原(気) ＊（　）についてはＨ11より廃止

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

s25 s30 s35 s40 s45 s50 s55 s60 H2 H7 H12 H17

年降水量
(㎜/年)

５ヶ年移動平均

トレンド

雨量観測所： (木曽川) 薮原,西野川,福島,王滝,三浦,三留野,福岡,笠置,黒川,高根,胡桃島,湯屋,下呂,大原,小川,和良,(神渕),三川,(上麻生
開田(気),付知(気),中津川(気),金山(気)

＊（　）についてはＨ11より廃止

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

S21 S26 S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13 H18

年降水量
(㎜/年)

雨量観測所： (長良川) 大鷲、那比、太之田、中切、洞戸、葛原、八幡(気)、美濃(気)、岐阜(気)

＊（　）についてはＨ11より廃止

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

S21 S26 S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13 H18

年降水量
(㎜/年)

雨量観測所： (揖斐川) 徳山、(春日)、金原、多良、(牧田)、揖斐川(気)、樽美(気)、関ヶ原(気)

＊（　）についてはＨ11より廃止

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

S21 S26 S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13 H18

年降水量
(㎜/年)



4

Ｑ：流況の変化は、降水量の減少が原因か、新規利水の影響はないか。

Ａ：今渡地点の流況変化を整理した。今渡地点の流況は、実績流量・自然流量で顕著な違いが見られ
ないことから、新規利水による影響は少ないと考えられる。

第２回検討会からの意見と対応について第２回検討会からの意見と対応について

自然流量：ダム運用戻しデータ
実績流量：今渡地点の流況データ
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Ｑ：代表的な年の流量の頻度分布を示して欲しい。

Ａ：犬山、忠節、万石地点の日流量の頻度分布を整理した。各地点とも昭和30年代に比べ、近年は、平
水流量（185日）～豊水流量（95日）の範囲において、流量値の変動幅が拡大しており、流量が減少
している傾向にある。

昭
和
30
年
代

平
成
15
～
19
年

95日 185日 275日 355日

95日 185日 275日 355日

95日 185日 275日 355日

95日 185日 275日

355日

95日 185日 275日

355日

95日 185日

275日 355日

流量値の変動幅が
拡大（減少傾向）

流量値の変動幅が
拡大（減少傾向）

流量値の変動幅が
拡大（減少傾向）

第２回検討会からの意見と対応について第２回検討会からの意見と対応について

犬山 忠節 万石
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トンボ池等の湿地環境の再生、ワンド等の水際湿地の保全・再生についてトンボ池等の湿地環境の再生、ワンド等の水際湿地の保全・再生について

Ｑ：将来的な河床の動向について、押さえておく必要がある。

Ａ：木曽川の既往の河床高変化は、昭和40、50年代に大きく低下した。その後、平均河床は比較的安定したが、最深
河床が低下しており、局所洗掘の進行が見られる。近年は、42.0k付近で大きく低下しており、出水時に洗掘が生じ
たと考えられる。河床の動向については、将来的にモニタリングしながら把握する。
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セグメント3 セグメント2-2 セグメント1

出水により河床低下が進行

深掘れが生じている。深掘れが生じている。

平均河床は比較的安定しているが、局所的に深掘れ（最深河床の低下）が生じている。

深掘れが生じている。

平均河床は比較的安定しているが、局所的に深掘れ（最深河床の低下）が生じている。

河道掘削、広域的地盤沈下、砂利採取等により河床低下が著しく進行。
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Ｑ：少し掘って水面が出てくるのであれば、系外からの水の補給はいらないのではないか。

Ａ：トンボ池等の水位は地下水位と連動している。今後、水位をモニタリングしながら、系外からの水の
供給の必要性について検討していく。

トンボ池等の湿地環境の再生、ワンド等の水際湿地の保全・再生についてトンボ池等の湿地環境の再生、ワンド等の水際湿地の保全・再生について

■トンボ池と地下水の水位はほぼ同期しており、トンボ池の水位は地下水位の変化に支配されていると考えられる
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砂礫河原の再生について砂礫河原の再生について
Ｑ：昭和22年から昭和40年くらいまで、河道内の樹木が見られないが、河川内の草木は日常的に使わ

れていただろうと想像される。

Ａ：地域住民からの聴き取りにより、主に以下の情報を得た。
・長良川は、最近5～6年で急激に変化している。草地化が最も顕著である。
・燃料不足の時代には、河畔林は殆ど無く、あっても細い低木のみで、薪等への利用も不可能であった。
・洪水時には、濁流の中を大小の丸太材が沢山流れていて、船頭達がその流木を命がけで拾い集めていた。流木

は、沿岸住民の大切な生活物資として、カマドや風呂焚きの燃料に供された。
・南派川の旧小網橋より上流部分は砂地であり、皆が小麦、サツマイモ、トウモロコシ等の畑として利用していた。

昭和35年8月

 

長良橋より上流を望む 昭和30年代の長良川

かつては、川幅が現在より広く、多くの人々
が水浴などに利用していた。水深も、｢歩い
て渡れたら一人前｣と言われるほど深く、水
浴場では、木のボートで巡視していたとのこ
と。

川の中が見えるほど、水がきれいで、川底
には砂利がごろごろしていた。
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外来生物対策について外来生物対策について
Ｑ：外来生物も河川環境要素の一つであるから、自然再生計画と外来生物対策の関係について、整理

することが必要。

Ａ：外来生物対策をはじめ、事業の実施にあたっては地域の方々及び関係機関の協力を得ながら進めていく。

外来生物対策

関係機関NPO・市民等

河川管理者

維持・管理事業 自然再生事業河川整備事業

河川環境の整備と保全

協力協力

協力
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